
安
全
・
安
心
・
未
来
へ

　
　
　
　つ
な
げ
る
　水
道

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
安
中
市
。
そ
の
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
水
を
、

安
全
で
安
心
で
き
る
「
水
道
水
」
と
し
て
日
々
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
の
水
道
週
間
に
伴
い
、
水
源
か
ら
ど
の
よ
う
な
工
程

で
ど
の
施
設
を
経
由
し
て
、
各
家
庭
に
水
道
水
が
届
く
の
か
ご
紹
介
し
ま

す
。

給水している地域
西野牧

水
源
か
ら
水
道
水
の
も
と
に
な
る
水
を

①
着
水
井
へ
取
り
入
れ
る
。

②
沈
砂
池
で
大
き
な
砂
や
泥
を
沈
め
て
取
り
除
く
。

③
混
和
池
で
凝
集
剤
お
よ
び
消
毒
す
る
薬
品
を
注
入
し
、
か
く
は
ん
す
る
。

④
フ
ロ
ッ
ク
形
成
池
で
、
フ
ロ
ッ
ク
と
い
う
大
き
な
濁
り
の
固
ま
り
を
つ
く

る
。

⑤
そ
の
フ
ロ
ッ
ク
を
沈
殿
池
で
沈
め
て
取
り
除
き
、
続
け
て
消
毒
す
る
薬
品

を
注
入
す
る
。

⑥
ろ
過
池
で
細
か
い
濁
り
を
砂
の
層
で
取
り
除
き
、
再
び
消
毒
す
る
薬
品
を

注
入
す
る
。

以
上
の
工
程
で
水
道
水
が
で
き
る
。
そ
の
水
道
水
を

⑦
浄
水
池
に
貯
め
る
。

※
大
谷
地
区
は
高
崎
市
が
給
水
し
て
い
ま
す
。

安
全
な
水
道
水
が
で
き
る
ま
で

水源からご家庭まで（①から⑦が浄水場、浄水処理は急速ろ過方式）
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本
市
は
、
水
源
と
し
て
３
か
所
の

河
川
表
流
水
「
碓
氷
川
、
霧
積

川
、
矢
ヶ
崎
沢
」
と
「
中
木

ダ
ム
放
流
水
」
、
４
か
所
の
湧

水
「
新
幹
線
秋
間
ず
い
道
、

新
幹
線
一
ノ
瀬
ず
い
道
、
西

野
牧
第
一
、
西
野
牧
第
二
」

を
保
有
し
て
い
ま
す
。

ど
こ
か
ら
の
水
が

　
　
　
　
　
　水
道
水
に
な
る
の
？

　
市
内
に
は
、
久
保
井
戸
浄
水
場
、
坂
本
浄
水
場
、
滝
ノ
入

浄
水
場
、
一
ノ
瀬
浄
水
場
、
入
牧
浄
水
場
、
西
野
牧
浄
水

場
の
６
つ
の
浄
水
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
水
源
の
水
を
６
つ
の
浄

水
場
で
安
全
・
安
心
な
水
道
水
に
し
て
、
各
家
庭
に
給
水
し
て
い
ま
す
。

浄
水
場
で
安
全
・
安
心
な
水
道
水
に

浄水処理に必要な薬品

引用：水道PRパッケージ

③混和池 ④フロック形成池 ⑤沈殿池 ⑥ろ過池 ⑦浄水池①着水井

配水池

配水管

送水管
浄水場に水を
取り入れる
ところです

薬品を注入し
混ぜるところ
です

濁りなどを大き
な固まりにする
ところです

濁りの固まりを
ゆっくり沈める
ところです

沈殿池で沈まなかっ
た濁りを砂の層で取
り除くところです

作った水道水を
貯めるところで
す

市内に配水する
水を貯めておく
ところです各ご家庭に

排水系統へ

水 源
②沈砂池

大きな砂や泥を
沈めて取り除く
ところです

凝集剤
（濁りを固める薬品）

次亜塩素酸ナトリウム
（消毒するための薬品）

注入点 注入点注入点

西野牧浄水場

給水している地域
細野、九十九、後閑、松井田
（一部）、原市（一部）

一ノ瀬浄水場

給水している地域
秋間、安中（一部）

滝ノ入浄水場

給水している地域
坂本（入牧除く）、臼井、松井
田、西横野

坂本浄水場

久保井戸浄水場

碓氷川（第一水源）

霧積川（第二水源）中木ダム放流水

給水している地域
原市、磯部、安中、西横野
（一部）、東横野、岩野谷（※大
谷除く）、板鼻、後閑（一部）、
秋間（一部）

給水している地域
入山、北野牧

入牧浄水場


